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１ 目的 

 環境水中の化学物質を生物応答により評価する手法を検討するため，亜鉛が水生生物に係る水質の環境基

準(0.03mg/L)を超過している河川の試料を用いて，ニセネコゼミジンコの繁殖影響試験を行った。 

なお，この調査は国立環境研究所Ⅱ型共同研究として実施したものである。 

 

２ 調査方法等 

２・１ 調査期間 

2017 年 2月～2018 年 2月 

２・２ 調査地点 

 桑納川桑納橋(八千代市桑納；水質環境基準測定点)： 図 1 

２・３ 試験方法 

桑納川の河川水を試験水とし（表１）, 既報 1）2）に準拠して繁殖影響 

試験を行った。結果は，Ecotox-Statistics ver.2.6（日本環境毒性学会）を用いて解析し，NOEC（無影響濃

度），LC50（半数致死濃度）を算出した。また亜鉛の溶存状況による違いを確認するため，メンブレンフィルター

（0.45µm）でろ過したものも試験した。  

 

３ 調査結果              

 河川水及び試験水の亜鉛濃度と繁殖影響試験結果を表１，図２及び図３に示す。亜鉛標準試料を用いて算

出した NOEC は 0.050mg/L，LC50は 0.11mg/L であった。いずれの試験水も亜鉛濃度は環境基準値及び NOEC 以

上であったが，ニセネコゼミジンコの繁殖影響は確認できなかった。 
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採水日 河川水  試験水 

2017/2/2 0.23 0.16 

2017/10/2 0.082 0.073 

2018/2/22 0.19 
0.17 

(0.13＊) 

表１ 河川水及び試験水の 

亜鉛濃度 mg/L 

図３ 試験結果(2018/2/22 試験水) 

注:試験水は,河川水を 60μmメッシュの 

プランクトンネットで通水したもの 

＊は，メンブレンフィルターでろ過。 

 

図１ 桑納川桑納橋 

図２ 試験結果(亜鉛標準液) 


